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はじめに 
 

現在エピセンターの一つとなり新型コロナウイルスの感染者数と死亡者数が急増し
てしまっているラテンアメリカでは、パンデミックが同地域の民主主義に与える負の
影響が指摘され始めている。例えば、ベネズエラのマドゥロ政権は反対派に対する抑
圧を続けているが、比較的自由公正度の高い選挙で選ばれたエルサルバドルのブケレ
大統領も立法や司法への介入を強めている。また、新型コロナウイルス対策にまつわ
る汚職が発生する一方、経済的打撃は市民の分極化を促し、治安の悪化は法の支配を
後退させる恐れがある（Arnson 2020）。 

民主主義の後退につながりかねない傾向の一つに、コロナ禍における大統領令の重
用がある。屋内における大人数の会合でクラスターが発生してしまう可能性があるた
め、議会の活動は概して低調になりがちであり、キューバ、ハイチ、ニカラグアを除
くラテンアメリカ諸国の 3 月 15 日～5 月 15 日までの施策のなかで議会によって法律
として可決されたものは経済分野や公衆衛生分野では全体の 10％、移動制限に関する
ものでは全体の 4％であった（Directorio Legislativo y ParlAmericas 2020b）。このよ
うな議会活動の停滞は危機の前兆かも知れない。1974～2016 年の 60 の民主主義国の
多国間比較を行ったルーマンとルーニー（Lührmann and Rooney 2020）によれば、大
統領令の重用を可能にする緊急事態宣言の発令をきっかけに民主主義が退行する可能
性が大きく高まるという。 

https://www.ide.go.jp/Japanese/Researchers/kikuchi_hirokazu.html
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ただし、パンデミック下でも議会機能を維持するための方策として、ラテンアメリ
カにも今年に入ってから審議のオンライン化を進めた国が少なからず存在している。
そこで、その一例として、本稿では一部の議員のみが本会議場での対面での審議を行
う「ハイブリッド」審議を導入したアルゼンチン国会の事例を紹介したい。 
 
ラテンアメリカにおける議会審議のオンライン化 
 

アルゼンチン国会におけるハイブリッド審議について述べる前に、ラテンアメリカ
での議会審議のオンライン化の様相を確認しておこう。表 1 は 2020 年 10 月 1 日時点
での各国の議会審議形式、新型コロナウイルス累計感染者数、人口 10 万人当たりの
新規感染者数の 14 日間累計を示したものである。ラテンアメリカでは 2 月 26 日にブ
ラジル、2 月 27 日にメキシコで最初の感染者が相次いで確認され、3 月に入ってその
他の国にも感染が拡大していったが、4 月上旬の時点で何らかの形での議会審議のオ
ンライン化を開始していたのはブラジル、チリ、エクアドル、パラグアイの 4 カ国だ
けであった（Directorio Legislativo y ParlAmericas 2020a）。しかし、その後導入する
国が増加し、10 月 1 日時点では 20 カ国中 11 カ国（対面審議とハイブリッド審議を
併用しているパナマ国会 1を含む）となっている。 

各国における感染者数と議会審議形式との関係に着目すると、累計感染者数よりも
人口 10 万人当たりの新規感染者数の多い国でオンライン化が進んでいる。地域別で
は南米で導入が進んでおり、それ以外の地域では累計感染者数の多いメキシコ 2や人
口 10 万人当たりの新規感染者数の多いコスタリカ 3のように従来の対面による審議を
継続している国が少なくない。また、パンデミック下で大幅な民主主義の後退が懸念
されているエルサルバドル 4でオンライン化が進んでいない一方で、ベネズエラ国会
は亡命などの理由により議場に赴くことのできない議員の審議参加が可能となるオン
ライン化に向けた国会規則の改正をコロナ禍以前の 2019 年 12 月に行っていた 5。 

ラテンアメリカ諸国のなかでいち早く議会審議をオンライン化したのはエクアドル
とブラジルであった。エクアドル国会（一院制）は 3 月 16 日に全ての議会活動をオ
ンライン化し、Zoom を利用して委員会と本会議における審議を行っている。また、
ブラジルでも上下両院が 3 月 17 日に審議のオンライン化を決定し、Zoom とリモー
ト投票システムとを活用した「リモート審議システム（Sistema de Deliberação 
Remota）」を採用している（Directorio Legislativo y ParlAmericas 2020a）。 

エクアドルやブラジル上院では議会審議を非対面にする方法が採用されたのに対し、
チリやパラグアイでは一部の議員のみが従来どおり本会議場に赴き、残りの議員はリ
モートで審議に参加するハイブリッド審議が導入された。先述したブラジルの「リモ
ート審議システム」もハイブリッド審議を否定するものではなく、下院は一貫してハ
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イブリッド審議を行っており 6、上院も 9 月 22 日からハイブリッド審議を併用してい
る 7。表 1 に示されているように、ラテンアメリカ全体としては完全に非対面で審議
を行う国よりもハイブリッド審議を採用する国の方が多く、アルゼンチンもその一翼
を担っている 8。 
 
アルゼンチン国会への「ハイブリッド」審議の導入 
 
 アルゼンチンでは 2020 年 3 月 3 日に最初の感染者が確認され、3 月 20 日には外出
禁止措置（aislamiento social, preventivo y obligatorio）9が必要緊急大統領令（Decreto 
de Necesidad y Urgencia、後述）として発せられたが、同国への新型コロナウイルス
の流入が 3 月であったことは、政治日程の観点からは悪いタイミングであった。とい
うのも、アルゼンチンの現行憲法下では、常会（sesiones ordinarias）の会期は 3 月 1
日から 11 月 30 日までと定められているためである。 
 2019 年 10 月の大統領選で現職のマウリシオ・マクリ（2015～2019 年在職）を破
り、4 年ぶりの正義党政権の復活を実現したアルベルト・フェルナンデスは、2019 年
12 月 10 日に大統領に就任した。そして、臨時会（sesiones extraordinarias）10を招集
し、貧困対策や経済再生を主な内容とする「社会連帯・生産性回復法」（Ley de 
Solidaridad Social y Reactivación Productiva）を 12 月 21 日に成立させた。その後、
臨時会は複数回開催されたが、3 月 1 日からの常会の期間に入り、様々な分野の法案
が審議されようとした矢先に外出禁止措置が発せられてしまったのである。 
 アルゼンチンの大統領は他国と比して強い憲法上の権限を付与されているが
（Shugart and Haggard 2001）、その源泉の一つが「必要かつ緊急という理由で」法的
性格を有する必要緊急大統領令を発することを認めている憲法 99 条第3 項である 11。
フェルナンデスもこの権限を利用して新型コロナウイルス対策を行っていったが、歴
代政権でもよく使われていた権限 12であるとは言え、税制に関する必要緊急大統領令
を発することは禁じられている。また、その頻用は民主主義の観点からも与党が下院
で過半数を確保できていないという政局上の観点からも決して好ましい状態ではない。
そのため、4 月には審議のオンライン化の是非が検討され始めていた。 
 議会審議形式の決定に大きな影響を及ぼしたと考えられるのが両院の規則である。
憲法はその暫定規定でブエノスアイレス市が首都である限りにおいて国会が同市に設
置されることを定めているものの 13、実際に審議を行う場所については規定していな
い。他方、下院規則は「不可抗力」（14 条）14、上院規則は「制度的重大性（gravedad 
institucional）」（30 条）15に因る場合を除き、議場で審議を行うことを求めている。そ
のため、オンライン化のためには一度従来どおりの対面式で本会議を開き、規則を改
正する必要があるのではないかという意見も野党側から出されたが 16、ハイブリッド
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式にすれば規則の改正も必要ないということで会派間の合意が生まれた。最終的には、
上院における審議のオンライン化の是非の解釈をクリスティーナ・フェルナンデス・
デ・キルチネル副大統領兼上院議長（2007～2015 年は大統領として在職、以下クリス
ティーナ）から求められた最高裁がその請求を「立法府の定める規定を解釈する権限
が無い」として退けたことも決め手となり 17、5 月 13 日に両院で初のハイブリッド審
議が行われた（下院における初めてのハイブリッド審議の様子［2020 年 5 月 13 日］。
動画：YouTube）。 
 上の映像は、下院における初めてのハイブリッド審議の様子である。本会議場に出
席できる人数は議事運営委員会によって決定されるが、議事を司る議長と議長不在時
に代役を務める 3 人の副議長や各会派の院内総務等がその主な対象となる 18。そして、
両院の規則改正を避けるべく、本会議場内にはリモートによる出席者を映し出すモニ
ターが所狭しと並べられており、Cisco Webex を用いた審議が行われている 19。 
 
オンライン化の功罪 
 

それでは、ハイブリッド審議の導入により、アルゼンチン国会の機能は回復しつつ
あるのであろうか。表 2 は 2002 年から 2020 年 9 月 30 日までの各政権における大統
領提出法案数、必要緊急大統領令数、下院本会議開催数を比較したものである。同表
から明らかであるように、ここまでのフェルナンデス政権は近年まれに見る必要緊急
大統領令に依存した政権であった。アルゼンチンの二院制では両院が異なる内容で法
案を可決した場合は先議院の議決が優先されやすい制度設計になっているため、歴代
の正義党政権（メネム、ドゥアルデ、キルチネル、クリスティーナ）は少なくとも上
院で過半数を確保することによって立法過程を優位に進めてきた 20。しかし、フェル
ナンデス大統領の提出法案の成立数の月平均は、両院で過半数を有していなかったマ
クリ大統領を下回る 1.10 である。他方、必要緊急大統領令の月平均発令数は 6.50 で
あり、2001 年末～2002 年初めの経済・政治危機を受けて誕生したドゥアルデ政権の
それに迫る勢いであった。 
 ただし、ハイブリッド審議の導入された 5 月 13 日以降の 4 カ月半に注目すると、
提出法案の成立数は 6 本（月平均 1.33 本）と増加傾向にある。この期間中ハイブリッ
ド審議による下院本会議が 9 回開催されたが、第二期クリスティーナ政権以降の開催
数減少傾向から考えると悪いペースではない。さらに、下院本会議が開催されなかっ
た 3 月 1 日～5 月 12 日と 5 月 13 日～9 月 30 日の期間に発令された必要緊急大統領
令数はそれぞれ 27 本ずつであったが、月平均に換算すると 10.8 本から 6 本に減少し
ている。すなわち、コロナ禍でも本会議における審議回数を確保し、大統領の必要緊
急大統領令への依存を低下させるという意味においては、ハイブリッド審議導入の意

https://www.youtube.com/watch?v=9aLefqKsVx4
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義は少なくなかったと思われる。 
しかしその一方で、審議のオンライン化により、議員をはじめとする政治エリート

の暗部が白日の下に晒される傾向が見られることにも留意する必要がある 21。審議中
の居眠りは洋の東西を問わずよく見られる現象であるが、野党のエステバン・ブルリ
ッチ上院議員は Zoom の背景を自分自身にしておくことにより、委員会審議を中座し
てサボっていた 22。また、与党のフアン・アメリ下院議員は、9 月 24 日に開催された
本会議中にパートナーの胸にキスし、即刻議員資格を停止される事態となった 23。 

図 1 はサン・アンドレス大学の「政治的満足と世論調査」プロジェクトで実施され
ている全国の約 1000 人の有権者を対象としたオンライン調査の結果の一部をまとめ
たものである。「あなたは次の国家権力（行政・立法・司法）のパフォーマンスにどの
程度満足していますか？」という質問に「非常に満足している」「ある程度満足してい
る」と回答した割合の合計が示されているが、政権交代による若干の上昇はあるもの
の、2020 年 7 月時点での下院と上院のパフォーマンスに満足している回答者の割合
はそれぞれ 26％と 24％に過ぎない。 

ここまで見てきたように、大統領令の重用は民主主義の後退を招く恐れがあり、フ
ェルナンデス政権も必要緊急大統領令に依存した政権運営が見られたが、ハイブリッ
ド審議の導入により国会の審議機能は回復しつつある。しかしその一方で、政治エリ
ートの暗部がより可視化されているのも否定できない事実である。コロナ禍における
オンライン審議の導入が、アルゼンチンをはじめとするラテンアメリカ諸国における
民主主義にどのような影響を与えることになるのかは、政治エリートの矜持にかかっ
ていると言っても過言ではないであろう。■ 
 
映像の出典 
 アルゼンチン下院公式 YouTube チャンネル。 
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を行っている制憲議会については、坂口（2018）を参照されたい。 
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7 Senado Notícias, 22 de setembro de 2020; Senado Notícias, 24 de setembro de 2020. 
8 パラグアイ上院のように議長のみが本会議場に赴く形式や、ボリビア上院のように
実際にはほとんどの議員が対面審議に参加する形式など、ハイブリッド審議にもバリ
エーションがある点に留意されたい。パラグアイ上院公式 Facebook ページおよびボ
リビア上院公式 Facebook ページ。（2020 年 10 月 14 日閲覧） 
9 正式名称を「社会的・予防的・強制的隔離」とする同措置はその後現在に至るまで
複数回延長されているが、例外規定もかなり増えてきている。また、6 月 7 日以降は
感染が比較的抑えられている地域についてはより規制の度合いの緩い「社会的・予防
的・強制的距離」（distanciamiento social, preventivo y obligatorio）の対象となってい
る。詳細については、菊池（2020a; 2020b）も参照されたい。 
10 大統領は 12 月 1 日～2 月 28 日の期間に議題を指定して臨時会を招集することがで
きる。同期間に上院・下院が臨時会を自主的に開くことも可能であるが、大統領の承
認が必要となる。 
11 ただし、必要緊急大統領令は両院委員会に提出され、最終的には上下両院のそれぞ
れで絶対過半数の同意を得る必要がある。アルゼンチン法務人権省のホームページ。
（2020 年 10 月 14 日閲覧） 
12 「必要かつ緊急という理由」の解釈は恣意的となることが少なくなく、カルロス・
サウル・メネム政権（1989～1999 年在職）から頻繁に利用されるようになった。 
13 アルゼンチン法務人権省のホームページ。（2020 年 10 月 14 日閲覧） 
14 下院のホームページ。（2020 年 10 月 14 日閲覧） 
15 問題が社会全体や上院の機能に影響を及ぼす状態。上院のホームページ。（2020 年
10 月 14 日閲覧） 
16 Parlamentario, 27 de abril de 2020. 
17 Télam, 24 de abril de 2020. 
18 他方、上院では 10 月に入るまで暫定議長と 3 人の副議長以外の上院議員の本会議
場への出席は認められていなかった。Perfil, 8 de octubre de 2020. 
19 La Voz del Interior, 8 de mayo de 2020. 
20 正義党政権が上院で過半数を確保できなかったのは 2009～2011 年だけである。 
21 審議の様子自体は、コロナ禍以前から上院と下院の YouTube チャンネルで閲覧が
可能である。 
22 Ámbito Financiero, 19 de agosto de 2020. 
23 翌日早朝に辞職した。La Nación, 24 de septiembre de 2020. 
 

https://www.facebook.com/199200900429071/videos/439277280315777
https://www.camara.leg.br/agenda
https://www12.senado.leg.br/noticias/materias/2020/09/22/senado-aprova-onze-autoridades-na-primeira-sessao-semipresencial-do-esforco-concentrado
https://www12.senado.leg.br/noticias/materias/2020/09/24/senadores-acreditam-em-continuidade-das-sessoes-semipresenciais
https://www.facebook.com/pg/SenadoresPy/videos/?ref=page_internal
https://www.facebook.com/SenadoBolivia/
https://www.facebook.com/SenadoBolivia/
http://servicios.infoleg.gob.ar/infolegInternet/anexos/0-4999/804/norma.htm
http://servicios.infoleg.gob.ar/infolegInternet/anexos/0-4999/804/norma.htm
https://www.hcdn.gob.ar/institucional/reglamento/index.html
https://www.senado.gob.ar/reglamento
https://www.parlamentario.com/2020/04/27/rodriguez-machado-advirtio-que-se-tiene-que-modificar-el-reglamento-en-una-sesion-presencial/
https://www.telam.com.ar/notas/202004/455958-congreso-senado-corte-suprema-sesiones-virtuales.html
https://www.perfil.com/noticias/politica/senado-cristina-kirchner-afloja-la-tension-con-la-oposicion-tras-encuentro-naidenoff.phtml
https://www.lavoz.com.ar/politica/senado-realizo-su-primer-test-de-sesion-por-internet-y-funciono-bien-segun-oficialismo-y-op?fbclid=IwAR1BRmQ9djlD1zzMqpzGaBFqBXpmPCfC3j-Qi5ZJkndoXLKuUHQ3PhbArSg
https://www.youtube.com/channel/UCStm2uvQKowSXrnCzTWAn6Q
https://www.youtube.com/channel/UC5KfW9_wv4tqbIPgY8tMG-w
https://www.ambito.com/politica/senador/reforma-judicial-el-bullrich-utilizo-un-fondo-una-imagen-suya-simular-estar-presente-n5126272
https://www.lanacion.com.ar/politica/escandalo-diputado-fue-suspendido-ser-registrado-imagenes-nid2460204
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表 1 ラテンアメリカにおける議会審議形式の様相（2020年 10月 1日時点） 
国名 議会審議形式 累計感染者数 14日間累計 

アルゼンチン 二院制：ハイブリッド 750,988 387.81 
ボリビア 二院制：ハイブリッド 135,311 55.93 

ブラジル 
二院制：非対面・ハイブリッド併用
（上院）・ハイブリッド（下院） 

4,810,935 185.67 

チリ 二院制：ハイブリッド 462,991 125.07 

コロンビア 
二院制：非対面（上院）・ハイブリ
ッド（下院） 

829,679 185.35 

コスタリカ 一院制：対面 75,760 321.82 
キューバ 一院制：対面 5,597 6.36 
エクアドル 一院制：非対面 137,047 89.34 
エルサルバドル 一院制：対面 29,077 29.66 

グアテマラ 一院制：対面 91,746 50.18 
ハイチ 二院制：（議会機能停止中） 8,766 2.00 
ホンジュラス 一院制：非対面 76,900 74.29 
メキシコ 二院制：対面 743,216 48.82 
ニカラグア 一院制：対面 5,170 3.19 
パナマ 一院制：対面・ハイブリッド併用 112,595 214.98 
パラグアイ 二院制：ハイブリッド 40,758 146.76 
ペルー 一院制：ハイブリッド 814,829 216.63 

ドミニカ共和国 二院制：対面 112,209 62.28 
ウルグアイ 二院制：対面 2,046 5.49 
ベネズエラ 一院制：非対面・ハイブリッド併用 75,122 41.05 

（注）「累計感染者数」は新型コロナウイルス累計感染者数、「14 日間累計」は人口 10 万人当たりの
新規感染者数の 14 日間累計で、いずれも 2020 年 10 月 1 日時点の数値である。なお、在ハイチ日
本大使館（2020 年 10 月 14 日閲覧）によれば、ハイチでは 2020 年 1 月 13 日に全下院議員と 3 分
の 2 の上院議員の議員資格が失効している。また、コロンビア上院は 2020 年 10 月 13 日にハイブ
リッド審議を導入した。 
（出所）Directorio Legislativo y ParlAmericas (2020a; 2020b); 各国議会のホームページ・公式
YouTube チャンネル・公式 Facebook ページ; Hola News, October 8, 2020; 欧州疾病予防管理セン
ターのデータ（いずれも 2020 年 10 月 14 日閲覧）をもとに筆者作成。 
 
 
 
 
 

https://www.ht.emb-japan.go.jp/files/100054344.pdf
https://www.ht.emb-japan.go.jp/files/100054344.pdf
https://holanews.com/el-parlamento-cubano-se-reunira-el-28-de-octubre-en-su-primer-pleno-del-ano/
https://www.ecdc.europa.eu/en/publications-data/download-todays-data-geographic-distribution-covid-19-cases-worldwide
https://www.ecdc.europa.eu/en/publications-data/download-todays-data-geographic-distribution-covid-19-cases-worldwide
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表 2 大統領提出法案成立数と必要緊急大統領令数（2002～2020年） 

 大統領提出法案 
必要緊急 
大統領令 

下院 

  成立数 月平均 発令数 月平均 本会議数 

ドゥアルデ政権（02～03） 131 7.71 154 9.06 47 

キルチネル政権（03～07） 201 3.72 236 4.37 194 
第一期クリスティーナ政権（07～11） 178 3.71 32 0.67 104 
第二期クリスティーナ政権（11～15） 218 4.54 45 0.94 76 
マクリ政権（15～19） 76 1.58 71 1.48 80 
フェルナンデス政権（19～） 11 1.10 65 6.50 14 

（注）下院本会議数には定足数に満たずに実際には審議が行われなかったものも含む。フェルナン
デス政権については 2020 年 9 月 30 日までのデータ。月平均の値については、ドゥアルデ政権の任
期（2002 年 1 月 2 日～2003 年 5 月 25 日）を 17 カ月、キルチネル政権の任期（2003 年 5 月 25 日
～2007 年 12 月 10 日）を 54 カ月、フェルナンデス政権の任期（2019 年 12 月 10 日～）を 10 カ月、
その他の政権の任期を 48 カ月として算出した。 
（出所）Di Mauro(2019); 下院の法案データ; 法務人権省のウェブサイト; 下院の本会議データ
（2020 年 10 月 14 日閲覧）をもとに筆者作成。 

 
図１ 三権に対する有権者の満足度の推移 

 
（注）「あなたは次の国家権力（行政・立法・司法）のパフォーマンスにどの程度満足していますか？」
という質問に「非常に満足している」「ある程度満足している」と回答した割合の合計。 
（出所）サン・アンドレス大学の「政治的満足と世論調査」プロジェクト（2020 年 10 月 14 日閲覧）
の調査結果をもとに筆者作成。 

（2021 年 2 月 24 日 修正） 
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https://www.hcdn.gob.ar/proyectos/buscador2016-99.html
http://www.saij.gob.ar/home
https://www.diputados.gov.ar/sesiones/sesiones/sesiones.html
https://www.diputados.gov.ar/sesiones/sesiones/sesiones.html
https://www.udesa.edu.ar/espop
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